
者
保

祭

と

狂

泉

{ま

め

じ

十
夜
祭
は
陳
郡
湯
哀
の
人
で
、
劉
宋
が
成
立
し
た
永
初
元
年

(
4
2

0
〉
に
生
ま
れ
、
昇
閉
山
元
年
(
4
7
7
)

に
斉
側
の
勢
力
に
よ
っ
て
殺

さ
れ
た
。
「
義
、
を
大
宋
に
奉
ず
」
と
一
思
し
、
「
我
は
忠
臣
た
る
を
失
は

ず
」
と
一
一
一
一
口
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
ハ
「
南
史
」
巻
二
十
六
実
態
伝
附
載
一
夜

祭
伝
以
下
「
南
史
本
伝
」
と
称
す
る
〉
と
さ
れ
る
彼
は
、
ま
さ
に
劉
宋

と
運
命
を
共
に
し
た
人
物
だ
っ
た
と
い
え
る
。

裕
淵
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
士
大
夫
が
無
事
に
宋
斉
王
朝
交
代

を
乗
り
切
っ
た
中
に
あ
っ
て
あ
っ
さ
り
と
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
亥
祭

に
対
し
、
宋
か
ら
梁
に
か
け
て
生
き
た
沈
約
は
「
宋
輩
出
」
亥
祭
~
慌
の

論
賛
に
お
い
て
、
次
の
様
に
述
べ
る
。

関
連
淑
基
、
非
機
変
無
以
通
其
務
、
投
及
継
体
、
非
忠
貞
無
以

守
其
業
。

e
-
・
安
祭
清
擦
衛
費
、
任
属
負
菌
、
朝
野
之
翠
一
様

経
、
然
来
以
大
節
許
也
。
及
其
赴
危
亡
、
審
存
誠
、
査
所
講
義

稀

代

麻

也

子

重
於
生
乎
。

ハ
「
宋
書
」
巻
八
十
九

実
祭
伝

以
下
「
宋
警
本
伝
」
と
称
す
る
〉

後
に
清
の
越
翼
も
「
宋
斉
は
荒
王
多
し
」
ハ
「
二
十
二
史
割
記
」
巻
十
一
)

と
指
摘
し
た
ご
と
く
、
一
ニ
十
年
間
続
い
た
文
帝
の
一
克
嘉
の
治
が
息
子

に
よ
る
親
殺
し
と
い
う
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
で
幕
を
閉
じ
て
以
後
、

宋
王
朝
は
暴
君
と
幼
帝
が
入
れ
か
わ
り
君
臨
す
る
結
果
の
時
代
に
突

入
し
て
い
た
。
放
伐
や
む
な
し
の
空
気
が
支
配
し
つ
つ
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
中
で
、
安
祭
は
あ
え
て
時
代
の
流
れ
と
逆
行
す
る
よ
う
な
態
度

を
と
り
、
殺
さ
れ
た
。
そ
の
点
を
沈
約
は
、
現
実
を
見
据
え
て
対
処

す
る
能
力
に
欠
け
た
人
物
だ
っ
た
と
批
判
す
る
。
し
か
し
一
方
で

は
、
人
々
は
そ
ん
な
彼
に
同
情
を
寄
せ
、
「
燐
む
べ
し
石
頭
城
、
寧
ろ

~
夜
祭
の
死
を
為
す
も
、
彦
自
の
生
を
作
さ
ざ
れ
。
」
〈
「
高
史
t

一
巻
ニ
十

八
諸
楼
之
伝
的
裁
諸
彦
回
伝
〉
と
一
一
一
一
口
っ
た
と
い
う
。
王
割
引
に
殉
じ
た

人
物
と
し
て
評
儲
さ
れ
る
哀
楽
の
精
神
の
あ
り
様
を
、
「
妙
徳
先
生

伝
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
採
る
の
が
小
論
の
自
治
で
あ
る
。
彼
が
、
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自
分
を
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
と
想
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

か
、
ま
た
、
時
代
に
ど
の
様
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
し
た
の
か
、
を

彼
自
身
の
表
現
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

な
お
、
「
妙
徳
先
生
伝
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
議
論
が
残
る
。
狂

泉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
め
全
体
を
一
作
品
と
見
倣
す
考
え
方
に
対
し

最
近
、
妙
徳
先
生
の
人
と
な
り
を
述
べ
た
部
分
の
み
を
「
妙
徳
先
生

伝
」
と
し
狂
泉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
別
偲
の
も
の
と
す
る
考
え
方
も
提

(
1
)
 

出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
全
体
を
一
作
品
と
見
倣
す

立
場
を
と
る
。
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
そ
の
方
が
「
文
殊
菩
薩
が

語
る
替
戦
」
と
い
う
構
図
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
、
亥
祭
の
自
負
心
が

よ
り
鮮
明
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、
「
妙
徳
」
と
文
殊
菩
薩

「
宋
浩
一
回
」
本
伝
に
よ
れ
ば
、
亥
祭
に
は
士
大
夫
た
る
に
足
る
気
高

さ
と
節
度
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
対
し
て
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
い
た
。
あ
る
時
、
惣
康
の
「
高
土
伝
」
を
受
け
継
ご
う
と
し

て
書
き
記
し
た
の
が
「
妙
徳
先
生
伝
」
だ
っ
た
。
彼
は
こ
れ
に
よ
っ

て
「
以
て
自
ら
を
況
へ
」
ょ
う
と
し
た
と
い
う
。
そ
の
前
半
部
分
を

全
文
引
用
す
る
。

有
妙
徳
先
生
、
陳
国
人
也
。
気
志
淵
虚
、
姿
神
清
映
、
性
孝
履

服
、
栖
沖
業
筒
、
有
舜
之
遺
風
。
先
生
幼
夙
多
疾
、
性
疎
瀬
、

無
所
営
尚
、
然
九
流
吉
氏
之
ヰ
一
一
口
、
離
龍
談
天
之
十
一
訳
、
皆
芝
識
其

大
帰
、
市
不
以
成
名
。
家
、
貧
嘗
佐
、
非
其
好
也
、
混
其
声
迩
、

晦
其
心
用
、
故
深
交
或
迩
、
俗
察
関
議
。
所
処
席
門
常
掩
、
三

蓬
裁
通
、
難
揚
子
寂
漠
、
厳
受
沈
冥
、
不
是
過
也
。
符
道
遂
志
、

ハ
2
〉

終
無
得
市
称
鷲
。

「
妙
徳
先
生
は
擦
問
の
人
で
あ
る
。
士
山
は
深
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
身

も
心
も
清
ら
か
で
、
生
ま
れ
つ
い
て
の
孝
行
者
で
道
理
に
従
い
、
何

で
も
見
通
し
て
核
心
を
摺
ん
で
い
く
様
は
、
古
の
舜
を
訪
梯
と
さ
せ

た
。
先
生
は
若
い
こ
ろ
か
ら
利
発
で
あ
っ
た
が
、
う
ま
れ
つ
い
て
の

も
の
ぐ
さ
で
何
か
を
極
め
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
学
問
を
理
解
し
、
巧
み
に
文
章
に
し
た
り
弁
論

し
た
り
、
本
質
を
捉
え
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
名
を
成
そ
う
な

ど
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
出
仕
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
本
意
で
は
な
か
っ
た
。
名
戸
に
対
す
る
執
着
を
見
せ

な
い
で
自
分
の
本
当
の
気
持
ち
を
晦
ま
し
て
い
た
の
で
、
親
友
で
さ

え
も
勘
違
い
し
、
一
般
の
人
達
は
彼
の
本
心
を
知
る
よ
し
も
な
か
っ

た
。
あ
ば
ら
家
の
扉
は
い
つ
も
閉
め
ら
れ
、
一
ニ
径
だ
け
が
通
じ
て
い

た
。
揚
雄
の
寂
案
、
厳
君
平
の
沈
冥
も
こ
れ
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

彼
は
道
を
修
め
て
志
を
遂
げ
た
が
、
終
生
世
間
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
」

「
宋
設
ど
で
「
以
て
自
ら
を
況
へ
て
臼
く
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
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ま
た
妙
徳
先
生
も
翼
線
米
も
陳
の
出
身

r

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
妙
徳
先
生

は
哀
楽
自
身
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

葉
集
は
「
迩
を
訪
ぬ
る
は
中
宇
と
縫
も
、
循
ひ
寄
る
は
乃
ち
治
洲

な
り
」
(
「
南
史
」
本
伝
〉
と
五
ニ
一
一
同
詩
に
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
老
荘
的
世

界
へ
の
憧
れ
を
強
く
も
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
彼
を
モ
デ
ル
に
し
た

妙
徳
先
生
に
は
老
荘
的
雰
関
気
が
付
与
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
り
、
確

〈

3
〉

〈

4
〉

か
に
妙
徳
先
生
は
「
揚
子
の
寂
漠
」
や
「
厳
受
の
沈
冥
」
よ
り
も
奥

深
い
所
に
精
神
を
保
ち
、
老
荘
的
雰
臨
気
を
色
濃
く
持
っ
た
人
物
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
「
妙
徳
」
と
い
う
命
名
自
体
か
ら
も

老
荘
的
な
雰
間
気
は
十
分
に
連
想
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
「
老

子
」
は
徳
経
と
道
経
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
し
、
「
玄
之
又
玄
、
衆

妙
之
内
。
」
(
第
一
章
〉
と
い
う
文
句
は
、
道
'
経
の
最
初
の
章
に
出
て

く
る
か
ら
だ
。
こ
の
様
に
、
妙
徳
先
生
の
背
後
に
老
荘
的
世
界
が
あ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
従
来
い
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
「
妙
徳
先
生
イ
コ
ー
ル
老
荘
思
想
の
体
現
者
」
と
の

み
結
び
つ
け
て
し
ま
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
入
観
を
捨
て
て

も
う
少
し
慎
重
に
「
妙
徳
先
生
」
に
自
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

妙
怒
と
い
う
言
葉
は
、
汚
れ
の
な
い
仏
の
智
慧
を
体
現
す
る
文
殊

菩
薩
を
一
部
す
死
語
か
ら
の
意
訳
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

梁
の
宝
唱
撰
と
さ
れ
る
「
翻
焚
語
」
ハ
大
正
蔵
五
十
四
〉
巻
二
「
菩
薩

名
」
の
「
文
殊
部
利
」
の
項
に
は
、
三
岡
田
妙
徳
訳
」
ハ
9
9
1
頁》

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
梁
か
ら
簡
に
か
け
て
生
き
た
議
遠
の

「
無
量
寿
経
義
疏
い
(
大
正
蔵
一
一
一
十
七
)
に
は
「
普
賢
・
妙
徳
与
怒
氏
一
ニ

人
、
別
列
。
妙
徳
、
文
殊
。
慈
氏
、
弥
勤
」

(
9
4
頁
〉
と
あ
り
、
智

額

(
5
3
8
1
5
9
7
〉
が
講
述
し
濯
頂

(
5
6
1
1
6
3
2
)
が
筆
録

し
た
「
妙
法
蓮
華
経
文
句
」
(
大
正
蔵
一
一
一
十
四
〉
巻
二
上
に
は
「
文
殊

部
利
、
此
一
広
妙
片
沼
町
2
2
頁
)
「
不
縦
不
横
、
故
名
妙
徳
」
(
2
3
頁〉

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
宝
唱
・
慧
遠
・
智
鋲
よ
り
も
前
の
時

代
の
人
で
あ
る
亥
集
が
妙
徳
と
い
う
語
を
文
殊
菩
薩
の
訳
語
と
し
て

ハ
6
)

認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
は
残
る
。
し
か
し
、
も
し
哀
祭
が
妙

徳
イ
コ
ー
ル
文
殊
菩
麓
と
認
識
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
妙
徳
先
生

は
智
慧
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
「
妙

徳
先
生
伝
」
は
覚
醒
者
と
し
て
の
妙
徳
先
生
(
葉
集
〉
を
描
く
場
と

し
て
用
意
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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二
、
狂
泉
と
盗
泉
・
禽
泉

「
妙
徳
先
生
伝
」
の
後
半
は
、
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
妙
徳
先
生

が
披
露
し
た
警
え
話
と
、
そ
の
話
に
対
す
る
妙
徳
先
生
の
コ
メ
Y
ト

と
か
ら
成
る
。

昔
有
一
一
回
、
圏
中
一
水
J
一
勺
臼
狂
泉
。
麗
人
飲
此
水
、
無
不
狂
、

唯
密
君
穿
井
市
浪
、
独
得
無
品
一
一
ω
。
愚
人
既
並
狂
、
反
語
圏
主
之



不
狂
為
狂
、
於
是
緊
謀
、
共
執
国
主
、
療
其
狂
疾
、
火
す
〈
針
案
、

莫
不
必
具
。
国
主
不
任
其
苦
、
於
是
到
泉
所
酌
水
飲
け
ん
、
欽
畢

使
狂
。
君
臣
大
小
、
其
狂
若
一
、
衆
乃
歓
然
。
我
既
不
狂
、
難

以
独
立
、
比
亦
欲
試
飲
此
水
。

「
昔
あ
る
闘
に
、
ひ
と
つ
だ
け
水
飲
み
場
が
あ
っ
て
狂
泉
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
国
民
は
こ
の
水
を
飲
ん
で
い
た
の
で
皆
狂
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
。
唯
一
一
国
主
だ
け
が
井
戸
を
掘
っ
て
水
を
汲
ん
で
い
た
の
で
、

無
事
で
い
た
。
国
民
は
軒
並
み
狂
っ
て
い
た
の
で
、
か
え
っ
て
国
主

の
狂
っ
て
い
な
い
の
を
狂
っ
て
い
る
と
思
い
こ
み
、
皆
で
謀
っ
て
由

主
を
執
え
、
問
主
の
病
気
を
治
そ
う
と
し
て
、
モ
グ
サ
や
針
や
薬
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
た
。
国
主
は
治
療
の
苦
し
み
に
耐
え
切

れ
ず
、
泉
へ
行
っ
て
水
を
汲
ん
で
欽
ん
だ
。
そ
し
て
、
欽
み
終
わ
る

や
い
な
や
狂
っ
て
し
ま
っ
た
。
君
主
も
臣
下
も
大
人
も
子
供
も
同
じ

よ
う
に
狂
っ
た
の
で
、
み
ん
な
は
や
っ
と
喜
ん
だ
よ
と
、
こ
こ
ま

で
話
し
た
妙
徳
先
生
は
、
最
後
に
こ
う
述
べ
る
、
「
私
は
も
と
よ
り

狂
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
た
っ
た
独
り
で
士
山
を
貫
き
通
す
の
も
難
し

い
。
そ
れ
で
最
近
で
は
、
私
も
試
し
に
狂
泉
の
水
を
飲
ん
で
み
ょ
う

か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
。

こ
の
狂
泉
か
ら
ま
ず
連
想
さ
れ
る
の
は
、
「
盗
泉
」
で
あ
る
。
「
孔

子
勝
田
に
至
り
て
暮
れ
り
、
し
か
れ
ど
も
宿
ら
ず
、
盗
泉
に
過
る

(
7〉

に
、
渇
け
ど
も
飲
ま
ざ
る
は
、
其
の
名
を
窓
め
ば
な
り
。
」
ハ
「
戸
子
」
)

と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
は
「
盗
」
と
い
う
良
か
ら
ぬ
文
字
を
冠
せ
ら

れ
た
泉
を
悪
ん
で
、
必
要
に
追
ら
れ
で
も
飲
も
う
と
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
盗
泉
」
と
は
違
い
、
い
わ
く
つ
き
の
泉
の
水
を
敢

え
て
飲
ん
だ
と
い
う
話
も
あ
る
。
石
門
の
「
食
泉
」
が
そ
れ
で
あ

る
。
晋
の
呉
穏
之
は
、
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
そ
の
水
を
飲
ん
で
詩
を

賦
し
、
「
古
人
此
の
水
を
云
ひ
て
、
一
た
び
散
れ
ば
千
金
を
壊
ふ
と
。

試
み
に
夷
斉
を
し
て
欽
ま
し
め
ば
、
終
に
当
に
心
を
易
へ
ざ
る
べ

し
。
」
(
「
音
書
」
巻
九
十
良
吏
伝
所
載
呉
隠
之
伝
)
と
一
一
一
一
口
っ
た
。
彼
は
自

分
の
「
清
操
」
を
示
す
為
に
、
自
分
か
ら
進
ん
で
貧
泉
の
水
を
酌
ん

だ
の
で
あ
る
。

主
人
公
の
と
っ
た
具
体
的
な
行
動
が
正
反
対
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

盗
泉
と
食
泉
の
話
は
明
ら
か
に
同
一
線
上
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
さ
れ
た
名
を
も
っ
泉
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
己
の
清
廉
を
一
証

現
し
よ
う
と
す
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
狂
泉
の
話
も
明
ら
か
に
こ
の

系
列
に
属
す
る
と
私
は
考
え
る
。

ま
た
、
「
清
」
た
る
自
己
と
「
濁
」
た
る
他
者
を
差
別
化
し
て
覚

醒
者
の
孤
独
を
拾
い
て
い
る
、
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
す
ぐ
に

思
い
出
さ
れ
る
の
は
屈
原
で
あ
る
。
「
世
を
挙
げ
て
皆
渇
る
に
、
我

の
み
独
り
清
め
り
、
衆
人
皆
酔
ふ
に
、
我
の
み
独
り
醒
め
た
り
。
」
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(
「
楚
辞
」
漁
父
〉
と
い
う
屈
原
の
孤
独
は
、
「
試
み
に
此
の
水
を
飲
ま

ん
」
と
悲
痛
な
叫
び
を
あ
げ
る
安
祭
の
孤
独
と
非
常
に
近
い
も
の
が

点
山
る
。

盗
泉
や
貧
泉
と
い
う
一
一
一
一
同
葉
と
狂
泉
と
い
う
言
葉
の
類
似
や
、
屈
原

と
妙
徳
先
生
の
覚
醒
者
と
し
て
の
孤
独
の
同
質
性
を
考
え
れ
ば
、
狂

泉
の
話
は
中
閣
の
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
に
忠
実
に
沿
っ
た
も
の
で
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

、
狂
泉
と
「
多
智
王
の
話
」

前
章
で
は
、
実
祭
が
自
ら
の
清
廉
と
そ
れ
放
の
孤
独
を
訴
え
る
為

に
狂
泉
の
話
を
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
孔
子
ー
が
盗
泉
の
水
を
口
に
し

な
か
っ
た
話
の
よ
う
に
、
葉
集
も
ま
た
置
か
れ
た
情
況
に
対
し
て
示

す
態
度
を
通
し
て
自
己
の
正
当
性
を
誇
一
訴
し
よ
う
と
す
る
立
場
を
と

っ
た
。
そ
れ
で
は
、
狂
泉
の
話
は
中
層
の
伝
統
的
モ
チ
ー
フ
に
沿
い

つ
つ
十
哀
楽
が
独
自
に
創
作
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
西
岡
淳
氏
は
弓
剣
南
詩
稿
』
に

於
け
る
詩
人
像
」
(
「
中
国
文
学
報
」
第
四
十
冊
1
9
8
9
年
〉
の
注
で
、

狂
泉
の
話
の
原
文
を
引
用
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
説
話
が
直
接
に
拠
っ
た
も
の
と
し
て
、
荒
井
健
教
授

よ
り
、
内
経
律
異
相
b

(

五
十
巻
、
大
正
蔵
第
五
十
三
巻
収
〉
巻
二
十
八

所
収
の
「
多
智
玉
伴
狂
免
禍
」
の
存
在
、
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
誌
は
辺
鉱
泉
」
と
構
造
が
基
本
的
に
同
じ
で
あ
り
、
出
盛
ハ
の

問
題
こ
そ
無
し
と
し
な
い
が
(
章
末
に
「
出
『
雑
撃
戦
経
』
第
四
巻
」

と
記
さ
る
る
も
、
内
雑
饗
仏
側
経
』
に
第
四
巻
は
存
在
し
な
い
〉
、
こ
の
説
話

を
問
題
に
す
る
上
で
参
考
に
す
べ
き
文
献
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て

お
く
。

な
お
、
西
岡
川
氏
に
言
及
は
な
い
が
、
つ
と
に
「
雑
勝
開
戦
経
」
十
七
刻

と
「
狂
泉
」
の
エ
ピ

1
ド
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
の
は
銭
鐙
童
一
同
氏
で

ハ
8
〉

あ
る
。
た
だ
し
、
出
車
〈
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
銭
氏
の
指
摘
も
西

岡
氏
の
断
り
も
さ
ら
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

「
経
律
異
相
」
は
梁
の
宝
唱
(
生
没
不
明
)
等
が
撰
し
た
仏
教
の
経

典
で
あ
る
。
そ
し
て
巻
二
十
八
の
第
十
三
郊
に
、
確
か
に
、
狂
泉
の

エ
ピ
ソ

i
ド
と
酷
似
し
た
「
多
智
王
伴
狂
免
禍
」
の
話
が
載
っ
て
い

る
(
大
正
蔵
五
十
一
ニ
1
5
4
頁
)
。
両
者
の
棺
異
点
は
、
「
狂
泉
」
で
は

な
く
「
悪
雨
」
で
あ
る
こ
と
と
、
周
囲
の
人
々
が
「
ず
っ
と
狂
っ
て

い
る
」
の
で
は
な
く
、
次
に
引
用
す
る
よ
う
に
、
「
最
後
に
は
狂
っ

て
い
た
こ
と
を
自
覚
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

王
恐
諸
臣
欲
反
、
使
自
怖
擢
、
語
諾
庄
言
、
我
有
良
薬
、
能
自

愈
病
、
諸
人
小
停
待
我
服
薬
。
王
使
入
内
脱
衣
、
同
其
市
出
。

一
切
群
臣
見
、
皆
大
喜
。
七
日
之
後
群
臣
醒
悟
、
大
自
暫
健
、

各
著
衣
冠
荷
来
務
会
。
王
故
如
前
赤
裸
市
坐
。
諸
臣
皆
驚
怪
荷

積
一
一
缶
、
王
常
多
知
官
、
何
故
若
走
。
王
答
庄
一
一
一
向
、
我
心
常
定
無
変
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ハ
9
)

易
也
、
以
汝
狂
故
一
反
謂
我
狂
。
非
実
心
也
。

田
川
り
の
人
が
皆
狂
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
国
王
は
狂
っ
た
振
与
を
し
て

自
分
の
身
を
守
っ
た
。
思
雨
の
効
力
が
切
れ
て
皆
が
正
気
に
返
り
自

分
の
話
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
を
七
日
間
辛
抱
強
く
待
つ
為
で
あ

る
。
国
王
は
、
自
分
も
本
当
に
狂
っ
て
し
ま
う
と
い
う
道
を
と
ら
ず

に
、
皆
に
真
実
を
告
げ
た
。

一
菜
採
の
話
で
は
、
一
度
狂
っ
た
者
は
一
克
に
一
炭
ら
な
い
こ
と
を
前
提

に
話
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
国
主
は
周
り
の
者
が
決
し
て

己
の
非
を
悟
ら
な
い
こ
と
を
確
信
し
、
そ
の
絶
望
感
と
苦
し
み
に
耐

え
切
れ
ず
に
、
自
ら
も
狂
う
と
い
う
道
を
選
ぶ
。

国
中
の
者
が
永
遠
に
狂
っ
て
し
ま
う
と
い
う
「
妙
徳
先
生
伝
」
の

悲
劇
的
結
末
に
比
べ
れ
ば
、
全
員
が
正
気
に
一
反
る
「
経
律
真
相
」
の

結
末
は
極
め
て
楽
観
的
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
二
つ
の
話
の
持
つ

背
景
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
「
経
律
問
宍
相
」
が
仏
教
の

経
典
で
あ
り
、
「
妙
徳
先
生
伝
」
が
個
人
的
な
士
山
を
述
べ
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
も
反
快
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。

人
々
を
教
化
す
る
と
い
う
自
的
を
も
っ
「
経
律
兵
相
」
は
、
読
む

人
に
反
省
を
促
し
て
救
い
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
群
臣
は
七
日
後
に
正
気
に
返
り
、
多
智
王
の
話
に
耳
を
傾
け

ら
れ
る
状
態
に
な
る
と
い
う
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
が
約
束
さ
れ
る
の
で

中
川
U
T
Q
O

こ
れ
に
対
し
て
、
狂
泉
の
話
に
は
経
典
に
課
せ
ら
れ
る
よ
う
な
制

約
は
な
い
。
実
祭
が
目
指
す
の
は
勿
論
理
想
的
な
政
治
の
場
で
あ
る

が
、
た
と
え
最
終
的
な
目
的
を
そ
こ
に
設
定
し
て
い
る
と
し
て
も
、

当
面
の
目
的
は
己
の
志
を
周
囲
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で

あ
る
。
悪
雨
の
話
と
狂
泉
の
話
の
根
本
的
な
違
い
は
、
公
の
為
に
語

る
の
か
私
的
に
語
る
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
君
豆
大
小
、

其
の
狂
へ
る
こ
と
一
の
若
し
」
と
い
う
社
会
で
、
た
だ
ひ
と
り
「
慈

が
無
き
を
得
」
て
い
た
菌
主
は
、
苦
し
い
情
況
に
耐
え
切
れ
な
く
な

っ
て
と
う
と
う
志
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
周
囲
の
圧
力
に
屈
し
て
し

ま
っ
た
国
主
に
対
し
て
、
妙
徳
先
生
は
「
比
ろ
亦
試
み
に
此
の
水
を

飲
ま
ん
と
欲
す
」
と
同
調
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
す
る
。

こ
の
様
に
、
「
経
律
異
相
」
の
話
と
狂
泉
の
話
は
、
筋
と
し
て
は

同
じ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
目
指
す
方
向
は
全
く
違
う
。
し
か
し
、
筋

の
類
似
度
が
偶
然
の
一
致
に
し
て
は
高
す
ぎ
る
。

目
指
す
方
向
が
ど
う
で
あ
れ
両
者
に
は
明
ら
か
に
つ
な
が
り
が
指

摘
で
き
る
が
、
十
哀
祭
が
「
経
律
異
相
」
そ
の
も
の
を
読
ん
で
い
た
か

ど
う
か
の
論
議
は
成
り
立
た
な
い
。
何
故
な
ら
、
宋
の
時
代
に
既
に

死
ん
で
い
る
彼
が
、
梁
の
天
監
十
五
年
ハ
5
1
6
)
奉
勅
撲
の
こ
の
経

典
を
見
た
筈
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
宝
唱
た
ち
の
方
が
、
実

祭
の
話
を
真
似
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
議
も
成
り
立
た
な
い
。
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何
故
な
ら
、
意
末
に
「
出
雑
警
戦
経
第
鶴
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
西
岡
氏
は
「
雑
饗
仏
側
'
経
」

に
四
巻
が
存
在
し
な
い
か
ら
窓
南
の
話
も
「
雑
替
戦
経
」
に
載
っ
て

い
な
い
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
、
現
在
残
っ
て
い
る

「
雑
警
職
経
」
に
第
四
巻
は
な
い
。
し
か
し
、
悪
雨
の
話
は
現
存
の

「
雑
饗
戦
経
」
の
中
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

大
正
蔵
間
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
雑
饗
戦
経
」
ハ
N
0
・

2
0
4
1

2
0
8
〉
は
ど
れ
も
一
巻
も
し
く
は
こ
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。
だ
が
、

銭
氏
の
指
摘
通
り
、
そ
の
中
に
確
か
に
「
経
律
兵
相
」
の
も
と
に
な

っ
た
ら
し
い
誌
が
存
在
す
る
。
問
題
の
「
雑
防
府
間
仏
側
経
」
は
、
後
秦

ハ3
8
4
J
4
1
7
〉
の
道
略
ハ
生
没
不
明
)
が
集
め
た
も
の
で
、
大
正

蔵
で
は
ナ
ン
バ
ー

2
0
7
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宝
唱
は

後
秦
の
道
路
の
記
し
た
「
雑
響
聡
経
」
の
多
智
王
の
話
を
「
経
律
兵

相
」
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。

「
経
律
問
《
相
」
の
町
一
一
同
と
「
雑
替
戦
経
」
の
話
は
、
文
字
の
兵
問
が

多
少
あ
る
位
で
、
略
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
「
雑
慰
問
仏
側
経
」
の
最
後

に
は
、
次
に
引
用
す
る
部
分
が
加
わ
る
。

如
来
亦
如
走
。
以
衆
生
服
、
無
関
水
、
一
切
常
狂
。
若
関
大
鹿
一
一

常
説
諸
法
不
生
不
滅
・
一
相
無
相
者
、
必
謁
大
聖
為
狂
一
一
一
一
回
也
。

是
故
如
来
随
頗
衆
生
、
現
説
諸
法
是
善
是
窓
是
有
為
是
無
為

也
。
ハ
大
正
議
問
5
2
6
頁
V

こ
こ
は
、
仏
教
経
典
で
は
よ
く
な
さ
れ
る
確
認
作
業
を
し
て
い
る
部

分
で
あ
る
。
一
般
の
人
々
を
狂
っ
た
人
々
に
替
え
、
如
来
を
多
智
主

に
警
え
た
こ
と
を
興
一
一
一
一
向
し
、
如
来
は
一
般
の
人
々
に
わ
か
る
撲
に
替

え
話
を
用
い
て
説
法
し
て
い
る
の
だ
、
と
読
者
に
印
象
づ
け
る
の
で

あ
る
。さ

て
、
宝
鳴
が
「
雑
陣
営
漁
経
」
か
ら
多
智
王
の
話
を
採
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
で
は
、
実
柴
は
ど
う
か
。
彼
も
ま
た
、
「
雑

響
職
経
」
を
同
ん
て
い
た
ハ
或
い
は
知
っ
て
い
た
)
可
能
性
は
高
い
と
思

わ
れ
る
。
全
く
の
偶
然
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
似
た
話
が
生
ま
れ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
後
秦
の
人
と
さ
れ
る
道
路
が
実
祭
以
前
の
時

代
に
生
き
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
誌
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
後
秦
の
時
代
、

〈日〉

道
路
の
「
雑
撃
戦
経
」
が
成
立
し
た
。
一
英
祭
は
こ
の
話
を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
宋
代
に
狂
泉
の
話
を
創
り
あ
げ
た
。
一
方
宝
唱
等
は
こ
の
話

そ
の
も
の
を
梁
代
に
「
経
律
異
相
ー
一
に
採
録
し
た
の
で
あ
る
。
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館
、
捧
話
の
変
容
に
み
る
蓑
祭
の
精
神

前
節
で
は
、
狂
泉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
話
材
を
仏
教
か
ら
と
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
士
大
夫
の
教
養
と
し
て
当
然
一
践
に
入
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
経
史
子
集
の
知
識
だ
け
で
、
同
じ
よ
ラ
な
話
は
容

易
に
組
み
立
て
ら
れ
た
筈
な
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
仏
教
の
響
鳴
を
使
っ



た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

実
祭
は
「
雑
饗
-
総
経
」
の
悪
雨
を
狂
泉
に
置
き
換
え
払
が
、
「
泉
」

を
題
材
と
し
た
誌
は
、
中
国
に
豊
富
に
あ
る
。
先
に
と
り
あ
げ
た
盗

泉
や
貧
泉
な
ど
も
そ
う
だ
。
孔
子
ハ
或
い
は
曹
参
〉
や
、
呉
服
侶
之
な
ど

の
逸
話
は
、
実
架
の
士
山
を
一
示
す
為
に
は
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
の
材
料

で
は
な
か
っ
た
か
。

国
主
は
狂
泉
の
水
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
と
井
戸
を
掘
っ
た
が
、
井

戸
の
水
を
題
材
と
し
た
話
も
中
国
に
は
存
在
す
る
。
中
で
も
、
次
の

二
つ
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

今
年
多
疫
籍
、
有
此
井
水
、
飲
之
可
得
無
慈
。

〈
「
太
平
御
覧
」
巻
一
百
八
十
九
所
引
「
桂
陽
列
仙
伝
」
)

三
句
不
酸
、
畷
甜
水
対
随
飲
随
躍
。

ハ
「
太
平
御
覧
」
巻
一
百
八
十
九
所
引
「
洞
冥
記
」
〉

「
桂
陽
列
他
伝
」
の
方
は
、
そ
の
井
戸
の
水
を
飲
ん
で
さ
え
い
れ

ば
流
行
病
に
か
か
ら
ず
に
す
む
と
い
う
話
だ
か
ら
、
疫
を
「
精
神
的

な
病
気
」
と
置
き
換
え
る
だ
け
で
狂
泉
の
ユ
ゼ
ソ

i
ド
と
内
容
的
に

は
似
通
っ
た
も
の
が
で
き
る
。
「
洞
冥
記
」
の
方
は
、
既
に
酔
っ
て

い
て
も
そ
の
水
を
欽
み
さ
え
す
れ
ば
治
る
と
言
う
の
だ
か
ら
、
更
に

一
歩
進
め
た
話
を
創
る
た
め
の
い
い
材
料
に
な
り
得
る
。

つ
ま
り
、
話
材
を
探
す
と
い
う
こ
と
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
わ
ざ
わ

ざ
夷
紋
の
文
化
で
あ
る
仏
教
の
方
か
ら
話
を
借
り
て
く
る
こ
と
は
な

い
筈
な
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
実
祭
は
何
故
、
敢
え
て
「
雑
駿
一
出
漁
経
」

を
利
用
し
た
の
だ
ろ
う
。
彼
は
仏
教
を
篤
く
信
仰
し
、
布
教
の
目
的

も
兼
ね
て
仏
典
に
あ
る
話
を
紹
介
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
彼

は
仏
教
に
対
し
て
理
解
を
示
し
て
い
た
。
道
士
顧
歓
と
の
夷
夏
論
争

ハロ〉

に
お
い
て
も
、
実
祭
は
仏
教
を
擁
護
す
る
立
場
を
と
っ
た
。
し
か
し

一
方
で
彼
は
信
仰
者
と
は
思
え
な
い
行
動
も
し
た
よ
う
で
、
孝
建
元

年
(
4
5
4
〉
に
孝
武
帝
が
催
し
た
八
関
斎
で
わ
ざ
と
戒
を
破
っ
た
と

い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

孝
建
元
年
、
世
祖
率
群
臣
並
於
中
興
寺
八
関
斎
、
中
食
覚
、
慾

孫
別
与
黄
門
郎
張
流
吏
進
魚
肉
食
、
尚
書
令
何
尚
之
奉
法
素

護
、
密
以
自
世
祖
。
(
略
)
並
免
官
。
(
「
宋
書
」
本
伝
)

八
関
斎
の
間
は
、
殺
生
を
し
た
り
正
午
以
後
に
物
を
食
べ
た
り
す
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
祭
は
堂
々
と
そ
の
戒
を
破
っ
た
の
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だ。
宮
川
尚
「
六
割
引
史
研
究
」
宗
教
篇

(
3
0
4
頁
平
楽
寺
書
倍
、

1
9
6
4
年
)
で
は
孝
建
元
年

(
4
5
4
〉
に
「
宋
の
文
帝
が
群
臣
を

ひ
き
い
」
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
帝
は
元
嘉
三
十
年
(
4
5
3
)
に

太
子
効
に
殺
さ
れ
て
い
る
し
、
「
南
史
」
で
も
孝
武
帝
の
一
万
号
の
時

に
世
祖
が
催
し
た
と
し
て
い
る
の
で
、
宮
川
氏
の
こ
の
記
述
は
明
ら

か
に
間
違
い
で
あ
る
。
こ
こ
は
安
田
二
郎
「
南
朝
貴
族
制
社
会
の
変

革
と
道
徳
・
倫
理
」
(
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
3
4
号

1
9
8
5
年
)



に
従
っ
て
、
「
『
文
帝
の
詩
日
』
す
な
わ
ち
最
初
の
祥
月
命
日
に
現
帝

孝
武
帝
が
催
し
た
八
関
斎
」
と
と
る
。
こ
の
出
来
事
を
信
じ
る
な
ら

ば
、
実
祭
は
仏
教
を
決
し
て
否
定
し
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
敬

度
な
仏
教
徒
で
も
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
彼
が
仏
教
の
話
を

利
用
し
た
理
由
は
色
々
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
話
を
き
く
士

大
夫
の
興
味
を
引
く
為
に
使
っ
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
の
で
は
な

(

ロ

)

い
か
と
私
は
考
え
る
。

こ
う
考
え
て
間
違
い
な
い
と
す
れ
ば
、
原
地
ハ
を
ど
う
ア
レ
ン
ジ
す

る
か
が
、
索
条
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
っ
た
筈
だ
。
既
に
見
て
き
た
よ

う
に
、
「
雑
陣
営
験
経
」
の
話
と
狂
泉
の
話
に
は
微
妙
な
と
こ
ろ
に
違

い
が
あ
っ
た
。
そ
の
原
典
と
の
微
妙
な
違
い
の
中
に
こ
そ
、
実
祭
が

(
日
〉

本
当
に
一
出
向
い
た
か
っ
た
こ
と
が
慰
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
流

行
の
題
材
で
自
を
引
い
て
お
い
て
、
わ
か
る
人
に
だ
け
本
音
を
伝
え

よ
う
と
い
う
密
か
な
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
実
祭
が
ア
レ
ン
ジ
し
た
部
分
を
取
り
上
げ
て
吟

味
し
な
け
れ
ば
、
「
妙
徳
先
生
伝
」
に
お
い
て
彼
が
本
当
は
何
を
言

い
た
か
っ
た
の
か
を
見
誤
っ
て
し
ま
う
。

原
典
と
の
顕
著
な
相
違
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
o

A
、
原
地
ハ
に
あ
っ
た
説
法
の
部
分
が
削
除
さ
れ
、
か
わ
り
に
妙
徳
先

生
の
不
安
感
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

B
、
つ
思
雨
」
が
「
狂
泉
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。

こ
の
う
ち
、

A
に
つ
い
て
は
、
人
々
を
仏
教
的
に
教
化
す
る
と
い
う

自
的
で
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
作
者
自
身
の
心
情
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
蓄
か
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
単

純
に
解
釈
し
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、

B
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。

狂
泉
と
い
う
命
名
は
盗
泉
・
食
泉
の
話
を
連
想
さ
せ
て
主
人
公
の

ハ
M
〉

士
山
の
高
さ
を
示
す
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し

こ
れ
だ
け
で
は
、

B
に
関
し
て
の
説
明
は
十
分
で
は
な
い
。
実
祭
の

意
図
を
十
分
に
理
解
す
る
為
に
は
、
「
慈
雨
」
が
「
狂
泉
」
に
置
き

換
え
ら
れ
た
結
果
、
話
に
ど
の
よ
う
な
変
容
が
起
こ
っ
た
か
、
と
い

う
こ
と
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
止
ん
で

し
ま
え
ば
効
果
も
な
く
な
る
南
が
渓
々
と
涌
き
出
る
泉
に
置
き
換
え

ら
れ
た
結
果
、
「
国
王
は
倖
狂
し
た
だ
け
で
あ
り
、
他
の
人
達
も
七

日
で
正
気
に
一
反
る
。
そ
し
て
自
分
た
ち
の
非
を
悟
る
こ
と
が
約
束
さ

れ
る
」
楽
観
的
結
末
だ
っ
た
の
が
、
「
唯
一
正
気
だ
っ
た
国
主
が
自

ら
周
囲
と
同
化
す
る
道
を
選
ん
で
全
員
が
狂
っ
て
し
ま
う
」
悲
劇
的

結
末
へ
と
変
容
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
亥
祭
の
官
界
に
対
す
る
失
望

感
が
、
よ
り
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
文
帝
が
殺

さ
れ
て
以
降
、
孝
武
帝
・
前
廃
帝
と
、
実
祭
に
と
っ
て
受
難
の
時
代

が
や
っ
て
き
た
。
次
の
明
帝
は
亥
祭
を
重
用
し
た
も
の
の
、
決
し
て

ハ
日
)

名
君
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実

祭
は
宋
王
朝
の
存
続
に
命
を
懸
け
た
。
彼
は
桂
揚
玉
休
範
が
反
乱
を
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起
こ
し
た
際
に
「
孤
子
先
帝
の
顔
託
を
受
く
れ
ば
、
本
も
と
死
を
以

て
報
い
ん
と
す
」
ハ
「
宋
警
」
本
伝
〉
と
宣
言
し
た
。
そ
し
て
、
彼
の
最

期
の
行
動
は
こ
の
言
葉
を
裏
切
ら
な
か
っ
た
。
十
亥
祭
と
共
に
明
帝
の

遺
認
を
受
け
た
裕
淵
は
斉
王
朝
創
立
の
功
臣
と
な
っ
て
い
る
が
、
一

方
の
実
条
は
裕
淵
と
は
正
反
対
の
道
を
選
び
、
宋
王
朝
の
忠
臣
と
し

て
死
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
妙
徳
先
生
伝
」
に
お
い
て
正
義
の

通
用
し
な
い
世
の
中
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
み
を
述
べ
た

亥
祭
は
、
し
か
し
そ
の
世
の
中
を
消
し
去
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

新
し
い
玉
割
引
を
樹
立
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
宋
王
朝
を
よ

く
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
ま
で
明
帝
の
遺

詔
を
奉
じ
て
幼
帝
を
輔
佐
す
る
道
を
選
ん
だ
亥
祭
は
、
自
分
が
敗
北

す
る
こ
と
を
予
感
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
妙
徳
先
生

伝
」
に
、
全
員
が
幸
せ
に
な
る
為
に
は
全
員
が
狂
っ
て
し
ま
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
末
を
用
意
し
た
亥
条
は
、
自
分
の
行
動
が

身
の
破
滅
を
も
た
ら
す
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

亥
祭
は
「
妙
徳
先
生
伝
」
に
お
い
て
、
自
に
見
え
る
形
で
仏
教
を

利
用
し
た
。
自
分
が
正
し
い
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
周

囲
に
翻
弄
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
苦
し
み
を
、
原
典
を
ア
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
で
表
現
し
た
。
「
雑
饗
轍
経
」
の
挿
話
を
表
面
上
は
忠
実
に
真

似
な
が
ら
、
「
狂
泉
」
と
い
う
造
一
訟
を
用
い
、
悲
劇
的
結
末
を
用
意

し
た
。
「
狂
」
と
は
、
臣
下
を
公
衆
の
一
邸
前
で
裸
に
む
い
て
歩
か
せ

た
り
、
迷
信
を
信
じ
て
改
名
を
強
要
し
た
り
と
い
う
、
ど
う
し
ょ
う

も
な
い
皇
帝
と
、
そ
れ
に
阿
る
周
囲
の
人
々
の
狂
態
を
暗
示
す
る
。

そ
し
て
安
祭
は
、
彼
等
に
向
-
調
す
れ
ば
楽
に
生
き
ら
れ
る
と
わ
か
っ

て
い
な
が
ら
も
、
そ
う
で
き
な
い
。
一
人
だ
け
正
気
を
保
っ
て
い
る

と
い
う
凄
ま
じ
い
ま
で
の
孤
独
を
狂
泉
の
挿
話
に
託
し
、
絶
対
的
覚

醒
者
と
し
て
の
自
負
を
「
妙
徳
」
と
い
う
一
一
言
葉
に
込
め
た
。
「
妙
徳

先
生
伝
」
は
、
こ
の
よ
う
に
実
祭
の
孤
高
の
精
神
を
表
現
し
よ
う
と

し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

お

わ

り

祷
淵
の
よ
う
に
宋
斉
王
朝
の
交
代
を
無
事
に
乗
り
切
っ
た
士
大
夫

が
大
多
数
を
占
め
る
中
に
あ
っ
て
、
何
故
宋
王
割
引
に
殉
じ
る
人
物
が

あ
り
得
た
の
か
。
小
論
で
は
、
そ
う
し
た
人
物
の
代
表
で
あ
る
亥
祭

が
、
時
代
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
を
表
現
行
為
を
手
掛
か
り

に
具
体
的
に
探
り
、
彼
の
精
神
の
軌
跡
を
、
辿
っ
て
み
た
つ
も
り
で
あ

る。
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悲
協
な
時
代
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
自
分
の
信
念
を
貫
い
て
宋

王
朝
の
存
続
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
亥
祭
は
、
死
後
に
名
声
を
得
る

に
値
す
る
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
彼
の
そ
う
し
た
精

神
は
「
妙
徳
先
生
伝
」
に
お
い
て
自
分
を
文
殊
菩
援
に
況
え
る
誇
り

高
さ
や
、
自
分
こ
そ
が
正
し
い
と
主
張
す
る
自
負
と
し
て
表
現
さ
れ



て
い
た
。
さ
ら
に
、
「
文
殊
菩
援
が
諮
る
響
機
」
と
い
う
構
造
を
持

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
孤
高
の
精
神
が
極
め
て
明
快
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。

「
妙
徳
先
生
伝
」
の
文
学
的
な
価
値
は
、
一
一
見
時
流
に
乗
っ
て
い

る
か
の
よ
う
な
題
材
や
表
現
方
法
を
巧
み
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

己
が
孤
高
の
精
神
の
あ
り
様
を
如
実
に
詰
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い

う
、
正
に
こ
の
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注ハ
1
〉
例
え
ば
、
「
太
平
郷
覧
」
〈
巻
七
百
一
一
一
十
九
〉
で
は
、
「
実
感
孫
は
妙
掠

先
生
伝
を
著
し
て
臼
く
、
嘗
て
田
川
旋
の
人
に
謂
ひ
て
臼
く
」
と
し
て
「
疾

病
」
部
〈
狂
〉
の
演
で
狂
泉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
み
を
引
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
明
ら
か
に
全
体
を
一
作
品
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
厳
可
均
は
「
全
宋
文
」
で
「
妙
徳
先
生
伝
」
と
し
て
狂
泉
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
含
む
全
体
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
な
ら
っ
て
全
体
で
一
つ
の

話
と
捉
え
る
も
の
が
多
い
中
で
、
中
華
護
局
の
標
点
本
正
史
ハ
「
宋
審
」
・

「
南
史
」
と
も
〉
は
ニ
作
品
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
銭
鑑
賞
両
「
管
錐
一
編
」

第
五
部
〈
中
華
醤
同
局
、

1
9
8
6
年
〉
で
は
、
「
妙
恕
先
生
伝
」
と
い
う
題

名
を
使
わ
ず
に
「
狂
泉
之
替
」
と
し
て
挿
話
の
み
を
引
い
て
い
る
の
で
、

、
あ
る
い
は
全
体
を
一
つ
の
認
と
は
捉
え
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
妙
徳
先
生
伝
」
に
狂
泉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
め
な
い
考
え
方
の
根
拠

と
し
て
は
、
「
常
」
と
「
又
嘗
」
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
「
常
著

妙
穂
先
生
伝
・
・
・
日
」
で
始
ま
る
部
分
と
、
妙
徳
先
生
の
人
と
な
り
を

述
べ
終
わ
っ
、
た
産
後
で
狂
向
郊
の
話
の
寵
蔀
に
位
置
す
る
「
又
嘗
謁
周
旋
人

出
」
と
を
並
列
と
捉
え
て
、
ど
ち
ら
の
主
諾
も
葉
集
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
後
半
部
分
の
主
諾
を
妙
徳
先
生
と
考
え
れ
ば
、
狂
泉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
含
め
た
全
体
が
「
妙
一
穂
先
生
伝
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
半
部
分
の

主
語
が
葉
柴
で
あ
ろ
う
が
妙
徳
先
生
で
あ
ろ
う
が
、
裳
採
の
気
持
ち
を
諮

っ
て
い
る
、
と
い
う
点
に
お
い
て
は
何
ら
紹
逮
は
な
い
と
私
は
考
え
る
G

ハ
2
)

以
下
「
妙
徳
先
生
伝
」
の
本
文
は
百
橋
本
「
宋
蛍
ど
を
テ
キ
ス
ト
と

し
た
。

〈
3
〉
「
椎
寂
葉
、
自
投
開
。
」
ハ
「
漢
書
t

一
巻
八
十
七
揚
雄
伝
下
〉
、
「
蓋
脊

擦
為
卒
、
寂
実
為
戸
G

〈
李
奇
回
、
道
化
以
寂
葉
為
主
。
〉
」
(
問
所
引
「
解

難」〉

(

4

)

「
閥
均
厳
湛
案
、
不
作
苛
見
、
不
治
荷
得
。
(
顔
締
古
臼
、
湛
読
自
沈
。
〉
」

ハ
「
漢
書
」
巻
七
十
二
王
寅
荷
襲
鰭
伝
〉

ハ
5
)

唐
代
に
は
「
受
殊
室
利
者
、
問
一
訳
文
殊
部
利
、
出
翻
妙
謡
、
今
訳
妙

吉
祥
。
」
〈
7
2
7
一
員
)
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
〈
遁
倫
「
議
伽
論
記
」
大

正
蔵
四
十
二
〉

(
6
〉
哀
柴
以
前
に
妙
穂
が
文
殊
菩
援
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
か
ど

う
か
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
業
都
内
以
前
の
人
物
で
あ
る

東
習
の
仏
駄
獄
詑
羅
は
、
「
大
方
涼
仏
華
厳
経
」
巻
ム
ハ
ハ
大
正
蔵
九
4
3

0
京
以
降
)
で
、
文
殊
部
利
が
智
首
菩
醸
の
「
菩
援
と
は
何
か
」
と
い
う

関
い
に
「
能
く
一
切
の
妙
功
徳
を
得
た
り
」
と
答
え
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
例
か
ら
た
だ
ち
に
妙
徳
を
文
殊
菩
薩
の
訳
語
だ
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
少
な
く
と
も
文
殊
部
利
と
妙
怨
を
関
連
企
つ
け
る
こ
と
は
可
能
で

L
J
A
W
V
Q
G
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(

7

)

陸
機
「
猛
虎
行
」
の
「
渇
不
欽
盗
泉
水
、
熱
不
患
悪
木
陰
。
」
に
つ

い
て
「
文
選
」
・
益
金
問
注
が
引
く
「
戸
子
」
に
見
え
る
。
「
芸
文
類
家
」
巻

九
に
引
く
「
論
語
撲
考
識
」
に
も
「
水
名
盗
泉
、
仲
尼
不
歎
。
」
と
あ
る
。

尚
、
「
准
南
子
」
説
山
部
で
は
、
盗
泉
の
水
を
飲
ま
な
か
っ
た
の
を
脅
参

と
す
る
。
「
骨
子
立
廉
不
飲
盗
泉
、
所
謂
養
士
山
者
也
。
」

(
8
〉
「
管
錐
編
」
第
五
冊
8
5
頁
中
華
蓄
局
、

1
9
8
6
年
。
銭
氏
は
、

イ
タ
リ
ア
の
古
い
小
説
に
は
よ
く
伴
狂
し
て
禍
い
を
免
れ
る
話
が
出
て
く

る
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、
「
雑
勝
回
戦
経
」
で
機
転
を
利
か
せ
て
狂
っ
た
振

り
を
し
て
臣
民
を
う
ま
く
治
め
た
王
を
「
多
智
」
と
称
し
た
の
は
も
っ
と

も
な
こ
と
で
あ
る
と
評
価
し
、
さ
ら
に
、
ト
マ
ス
・
モ
ア
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

に
出
て
く
る
寓
言
と
多
智
王
の
諮
と
狂
泉
の
警
え
が
略
同
じ
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

ハ
9
〉
「
経
律
異
相
」
の
本
文
は
積
砂
蔵
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

1
9
8
8

年
〉
に
よ
る
。
た
だ
し
、
句
読
点
は
適
宜
変
え
た
。

ハ
ぬ
〉
裳
祭
は
漢
詩
で
智
一
聞
か
れ
た
も
の
を
使
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
死
語
に

原
典
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
関
係
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
が
疑
経
か
一
台

か
は
こ
こ
で
は
問
題
で
は
な
い
。

〈
日
〉
「
南
史
」
巻
七
十
五
の
隠
逸
伝
所
載
願
歓
伝
に
、
顔
歓
の
夷
夏
論
と

そ
れ
を
駁
す
る
安
祭
の
論
の
略
が
引
か
れ
て
い
る
。

〈
ロ
)
加
地
哲
定
氏
は
、
仏
教
故
事
変
文
の
特
徴
を
「
経
典
の
原
義
の
理
解

よ
り
は
大
衆
に
喜
ん
で
聴
取
せ
し
め
る
の
が
自
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
」
〈
「
中
国
仏
教
文
学
研
究
」

1
2
6
頁
同
期
舎
、

1
9
7
9
年
〉
と

し
て
い
る
。
「
妙
穂
先
生
伝
」
は
も
と
よ
り
唐
代
以
降
の
俗
文
学
の
一
形

態
と
し
て
の
変
文
と
開
列
に
並
べ
ら
れ
る
種
類
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
、
人
の
注
意
を
喚
起
す
る
為
に
仏
典
を
利
用
し
た
と
い
う
点
で
、
両
者

に
は
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
お
)
清
末
民
国
の
人
孫
徳
謙
は
「
六
朝
の
文
士
、
前
人
の
成
語
を
引
く

に
、
必
ず
一
・
二
字
を
易
へ
た
る
は
、
鈴
襲
に
同
じ
き
有
る
を
欲
せ
ぎ
れ

ば
な
り
。
(
略
)
蓋
し
成
語
を
引
き
て
加
ふ
る
に
前
期
裁
を
以
て
す
る
は
、

し
め見

す
に
文
の
荷
作
せ
ざ
る
を
以
て
す
れ
ば
な
り
よ
(
「
六
朝
麗
指
」
一
ニ
十

一
節
)
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
妙
徳
先
生
伝
」
に
も
あ
て
は
ま

る
だ
ろ
う
。

(

V

H

)

「
論
語
」
の
「
閥
を
好
み
て
学
を
好
ま
ざ
れ
ば
、
其
の
薮
や
狂
」
(
陽

貨
)
を
参
考
に
し
て
「
狂
」
と
い
う
文
字
に
拘
わ
れ
ば
、
武
力
を
侍
ん
で

実
の
父
で
あ
る
文
帝
を
試
し
、
そ
れ
を
諌
め
た
実
祭
の
叔
父
実
淑
を
も
殺

し
た
劉
勤
、
ひ
い
て
は
時
代
の
風
潮
に
対
す
る
調
刺
と
と
れ
な
い
こ
と
も

な
い
。
劉
劫
が
武
力
の
み
を
重
視
し
た
こ
と
は
次
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か

で
ホ
り
る
。

「
劫
自
謂
索
習
武
事
、
語
朝
土
日
、
郷
等
但
助
我
理
文
書
、
勿
措
意
戎
陳
。

芳
有
冠
難
、
吾
当
白
出
、
唯
恐
賊
藤
不
敢
動
爾
。
」
(
「
宋
番
」
巻
九
十
九

二
凶
伝
所
収
劉
劫
伝
)

(
日
)
明
帝
は
「
六
朝
多
以
反
詩
作
識
」
〈
越
翼
「
二
十
二
史
割
記
」
巻
二
十

ニ
)
の
例
に
漏
れ
ず
、
と
て
も
迷
信
深
か
っ
た
。
そ
し
て
、
安
祭
の
名
前

が
不
吉
だ
と
い
う
理
由
で
改
名
を
命
じ
た
と
い
う
。

「
明
帝
多
忌
詩
、
反
語
実
感
為
『
頚
門
』
、
帝
意
悪
之
、
乃
令
改
鷲
。
」
(
「
南

史
」
本
伝
〉
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